
HPLC分析の誘導体化　プレカラム／ポストカラム誘導体化法

　ポストカラム誘導体化法はカラムと検出器の間に誘導体化試薬を導入する事で行います。

この方法は化合物の検出感度が低い/無い場合、もしくは特定の目的物質/目的物質群が化学

変化を通して選択的な応答を作り出せる時に行います。ポストカラム誘導体化法はしばしば

HPLC分析の感度と選択性を改善します。

　操作方法は通常のHPLCシステムに第二の送液系をつなげて行います。通常、ポンプ、配管

材、反応コイルなどから成ります。誘導体化試薬はカラムの後ろに設置し、HPLCから溶出した

液と試薬溶液を混ぜます。混合溶液は化学反応するのに充分な時間をかけるためリアクターの

中を流します。任意で、反応を加速するためリアクターを加熱することも可能です。最終的に検

出器を通して誘導体化物を検出します。

　ポストカラム誘導体化に必要な事項：

* 試薬溶液はカラムからの溶出液と混合ができる事

* 試薬は安定である事

* 試薬と溶出液の混合は迅速である事

* 混合はノイズを発生するような方法は避ける事

* 試薬溶液と溶出液の流速を調整する事

* バックグラウンドは最小にする事

* 反応は分離能損失を最小にするよう迅速に行われる事

* リアクターの構造は拡散を最小にする事

* 反応は完全に行われる事

* 最大の感度に再現性がある事
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ポストカラム誘導体化法

　プレカラム誘導体化法はHPLC分離の前段階で導入される方法で、主に目的物質のクロマト

グラフィー的な応答を改善するのに用いられれます。重要な点は完全な反応がなされる事、結

果的に誘導体化物が安定である事、そして、簡単な操作である事です。

プレカラム誘導体化法


